
【研究内容・成果】

・収量が安定して確保出来る播種晩限を推定し、
栃木県地図にマッピングしました。

播種時期の違いによる収量（早生）

播種年度

13 イタリアンライグラスの播種晩限マッピング図の作成

発芽から初期生育時の有効積算温度（５℃基準）で、早生35.8℃、中生・中晩生22.9℃
以上確保されれば安定的に収量が確保できることが明らかとなり、正常な生育、収量を確
保できる播種の最終適期を推定してマッピング図を作成しました。

【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
畜産酪農研究センター 草地飼料研究室・0287-36-0768

・イタリアンライグラスは本県で主
に栽培されている牧草の１つです。

・経営の大規模化や労働力不足による
播種作業の遅れが、収量低下の一因
となっています。

・マッピング図を活用し、適正時期に
播種することで、収量増加が期待さ
れます。

研究課題名：飼料作物栽培管理支援システムの開発

・播種時期が遅くなるにつれて初期生育不良が
生じ、1番草の収量が減少することがわかりま
した。

11月播種以降で
大幅に収量低下

作成したマッピング図※2

※2 農研機構メッシュ農業気象データ
(The Agro-Meteorological Grid 
Square Data, NARO)を利用
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